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報道関係各位 

2026年 3月 12日 

公益財団法人 東北活性化研究センター 
東北圏で初の大規模調査 特定技能外国人 301 人の実態を公表 

―就業継続と地域定着の「ねじれ構造」が明らかに― 

 
公益財団法人東北活性化研究センター（会長：増子 次郎・東北電⼒㈱特別顧問）では、このた

び、東北圏における特定技能外国人の就業継続および生活・地域定着の実態を明らかにする調査
報告書（「外国人材とともに歩み続ける東北圏―特定技能 1 号 300 人調査と 2 号人材・企業の声
から読み解く就業継続と生活定着に向けた課題と可能性―」）を作成しました。 

本調査は、特定技能 1 号外国人 301 名へのアンケート調査ならびに、特定技能 2 号外国人およ
び受入れ企業へのインタビュー調査を通じて実施したものです。その結果、就業継続意向やキャ
リア形成意欲は高い一方で、地域に定着したいと考える割合は約 4 割にとどまるという、就業と
生活の間に生じる構造的な課題が明らかになりました。 

また、受入れ企業が制度の枠を超えて生活支援を担うことで就業継続が支えられている一方、
仕事と生活が企業内で完結し、地域との接続が弱い状況も確認されました。 

本報告書では、こうした実態を踏まえ、東北圏における外国人材の定着と共生のあり方につい
て、制度運用や地域支援の観点から分析を行っています。詳細な分析結果および今後の方向性に
ついては、別添の要約資料をご参照ください。 

本件が、地域の外国人材政策の議論に資することを期待しております。 
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＜報告書 URL＞ 
https://www.kasseiken.jp/kassecms/wp-content/uploads/2026/03/2025fy-01-00.pdf 

【このプレスリリースに関するお問い合わせ先】 
公益財団法人東北活性化研究センター 調査研究部 伊藤 
〒980-0021 仙台市青葉区中央 2丁目 9-10 セントレ東北 9階 
TEL：022-222-3394／FAX：022-222-3395／E-mail：itou@kasseiken.jp 

  

News Release 

https://www.kasseiken.jp/kassecms/wp-content/uploads/2026/03/2025fy-01-00.pdf



